
特集 世界から北の大地が注目される
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環環
境
に
配
慮
さ
れ

環
境
に
配
慮
さ
れ
たた

サ
ミ
ッ

サ
ミ
ッ
トト

ど
の
最
先
端
技
術
の
紹
介
が
行
わ
れ
る
予

定
の
ほ
か
、
次
世
代
自
動
車
（
燃
料
電
池

自
動
車
、
電
気
自
動
車
な
ど
）
の
試
乗
ス

ペ
ー
ス
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す

る
先
端
技
術
を
備
え
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
が

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
、
「
も
っ
た
い

な
い
の
考
え
」
に
即
し
た
循
環
型
社
会
の

た
め
の
３
Ｒ
（
※
１
参
照
）
を
推
進
す
る

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム

を
形
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
き
ま
し
た
。

洗
濯
機
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
に

必
要
な
電
気
の
多
く
は
、
化
石
燃
料
を
燃

や
し
て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
や
飛
行
機
は
、
化
石
燃
料
を
加

工
し
た
燃
料
が
な
け
れ
ば
動
き
ま
せ
ん
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
化
石

燃
料
を
加
工
し
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
わ
た
し
た
ち
の

生
活
に
化
石
燃
料
は
、
欠
か
せ
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
問
題
は
、
環
境
問
題
で
あ

る
と
同
時
に
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

く
な
り
、
地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇
し
ま

し
た
。

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
発
行
し
た
第
４
次

評
価
報
告
書
に
よ
る
と
、
人
為
的
な
温
室

効
果
ガ
ス
が
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
確
率

は

％
を
超
え
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

９０地
球
が
温
暖
化
す
る
と
、
地
球
全
体
の

気
候
が
変
わ
り
、
人
間
の
活
動
や
生
態
系

に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

温室効果ガスが濃い場合 適度な温室効果ガス

太
陽
光

宇宙へ

赤
外
線温室効果ガ

ス

※
１

循
環
型
社
会
の
た
め
の
３
Ｒ

煙
発
生
制
御
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）

リ
デ
ュ
ー
ス

極
力
ご
み
を
出
さ
な
い

煙
再
使
用
（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）

リ
ユ
ー
ス

ど
う
し
て
も
出
る
ご
み
は
、
中
古
品

や
部
品
と
し
て
で
き
る
だ
け
再
使
用

煙
再
生
利
用
（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）

リ
サ
イ
ク
ル

再
利
用
で
き
な
い
ご
み
は
、
原
材
料

な
ど
と
し
て
再
生
利
用

サ
ミ
ッ
ト
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
含

め
た
環
境
・
気
候
変
動
が
主
要
テ
ー
マ
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
サ
ミ
ッ

ト
の
準
備
・
運
営
は
、
環
境
に
配
慮
さ
れ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
国
報
道
関
係
者
の
拠
点
と
な
る
国
際

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
可
能
な

限
り
３
Ｒ
な
ど
、
環
境
へ
の
配
慮
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
環
境
技
術
（
太
陽
光
パ

ネ
ル
、
雪
冷
房
、
間
伐
材
な
ど
）
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
、
最
先
端
の
環
境
技
術
な
ど
を
含
め

た
展
示
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
環

境
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

環
境
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で
は
、
燃
料
電
池

や
太
陽
光
発
電
、
炭
素
繊
維
、
水
処
理
な

温
室
効
果
ガ
ス
増
加
の
一
番
の
原
因
は
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多
く
な
っ
た
こ

と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
産
業
を
発
展
さ
せ
、

豊
か
さ
や
便
利
さ
を
追
求
し
て
大
量
の
化

石
燃
料
（
石
炭
や
石
油
な
ど
）
を
消
費
し
、

温温
室
効
果
ガ
ス

温
室
効
果
ガ
ス
のの

増
加
の
原
因
は

増
加
の
原
因
は
？？

低
炭
素
社
会
と
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
自
然
が
吸
収
で
き
る
量
以
内
に
と

ど
め
る
社
会
で
す
。

低
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
に
は
、
企
業

や
行
政
機
関
、
消
費
者
が
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
社
会
を
見
直
す

意
識
を
持
ち
、
選
択
や
意
思
決
定
の
際
に
、

止止
め
よ
う
地
球
温
暖
化

止
め
よ
う
地
球
温
暖
化
、、

目
指
そ
う
低
炭
素
社

目
指
そ
う
低
炭
素
社
会会

始始
め
よ
う

始
め
よ
う
、、

環
境
に
優
し
い
生

環
境
に
優
し
い
生
活活

サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ

る
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
・
気
候
変
動

は
、
わ
た
し
た
ち
の
未
来
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
問
題
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
。サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
を
契
機
と
し
て
生
活

様
式
を
見
直
し
、
環
境
に
優
し
い
生
活
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

今
月
号
に
折
り
込
み
ま
し
た
、
『
１
人

１
日
に

％
（
１
・
１
ｋ
ｇ
）
の
Ｃ
Ｏ
２

１０

を
減
ら
す
た
め
の
行
動
メ
ニ
ュ
ー
』
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。


